
 

 

 

 

 

2024年 11月 1日 

各 位 

株式会社北洋銀行 

 

【道内初】 弟子屈町における電子地域通貨実証実験での 

J-Coin Pay 活用について 

 

株式会社北洋銀行（頭取：津山 博恒）は、株式会社みずほ銀行（頭取：加藤 勝彦、以下「みずほ銀行」）と

協働し、2024年 12月より開始される北海道弟子屈町における電子地域通貨実証実験を支援いたします。 

本プロジェクトは、みずほ銀行が提供するスマホコード決済サービスである「J-Coin Pay」を活用し、弟子屈町

の決済/送金分野における DX支援と地域での資金循環を促すことによる地域活性化を目ざすものです。 

「J-Coin Pay」を活用した電子地域通貨による還元事業としては、北海道内では初めてとなります。 

 

                                記 

 

１．背景 

弟子屈町では、従来、町内経済の活性化を目的として紙媒体での商品券及び現金での給付金配布を実施し

ていましたが、現金や紙のクーポン券取り扱いによる業務負担増、給付原資の域外流出が課題となっていまし

た。 

これらの課題解決に向けて電子地域通貨導入の検討を開始しました。そこで弟子屈町内に支店のある当行と、

全国 10 以上の自治体へ電子地域通貨の導入支援を行ってきた実績のあるみずほ銀行が協働し、「（仮称）てし

かがコイン（以下「てしかがコイン」）」を活用した電子地域通貨の実証実験に参加することとなりました。 

 

２．事業概要について 

「てしかがコイン」とは、弟子屈町内の対象加盟店舗で利用できる電子マネーで、「J-Coin Pay」の J-Coinボー

ナス機能を活用して発行します。弟子屈町内の対象加盟店舗での決済に対し、「てしかがコイン」の還元を受け

ることができます。 

通貨名称 てしかがコイン（J-Coin ボーナスの名称） 

予算総額 3,700千円 

還元期間 令和 6年 12月 16日（月）～令和 7年 1月 15日（水） 

還元上限 

お一人あたり上限 9,000円（予算上限に到達次第、還元終了）  

※別途、令和 7年 1月 15日までに会員登録と本人確認した弟子屈町民 

（先着 700人）に 1,000円/人を付与。最大合計で 10,000円分/人のてしかがコインを獲得可能。 

還元率 ・10％（大手チェーン） ・20％（中小小規模事業者及び弟子屈町内に本社のある事業者） 

還元日 決済日の 5日後 

有効期限 付与された日の翌月末まで（最長有効期限令和 7年 2月 28日（金）） 

 

北洋銀行は、今後もみずほ銀行と協働し、弟子屈町における電子地域通貨の導入支援を継続するとともに、

他の自治体も含めた DX推進・地域経済活性化に取り組んでまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北洋銀行グループは、2018 年 12 月「北洋 SDGs 宣言」 を表明し、地域の持続的成長

支援と社会的課題の解決に取り組んでおります。なお、SDGs に関連するプレスリリース

には、該当する SDGsのアイコンを明示しております。 

【SDGs】2015年の国連サミットで採択された、持続可能な世界を実現するための 2030年

までの国際目標。17 のゴールと 169のターゲットで構成される。 

北洋銀行グループ経営理念：お客さま本位を徹底し、多様な課題の解決に取り組み、北海道の明日
あ す

をきりひらく 

 

 



＜「J-Coin Pay」について＞ 

「J-Coin Pay」は、「送る」、「もらう」、「支払う」というお金に関する様々な行為がスマホ上で完結できることに加

え、金融機関の預金口座との入出金(“(アプリに)チャージ/口座に戻す”機能)についても、スマホ上のアプリを

使い、「いつでも・どこでも・無料」でできるサービスです。 

 

 

アプリに関するお問い合わせは、以下お問い合わせ窓口までご連絡ください。 

電話番号：0120-324-367 

受付時間：平日 9時 00分～21時 00分 

            土・日曜日、祝日・振替休日 9時 00分～17時 00分 

 

 

 

                                         J-Coin Payブランドサイトはこちらから 
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